
地域おこし協力隊活動報告書 
 

 
活動団体 一般社団法人リバーバンク 
役職 副代表 
氏名 鈴木秀典 
着任日 令和5年10月1日 

 
活動月 令和7年2月（着任1年5ヶ月） 

主な活動 ・川辺二日市 
・JR九州アワードシンポジウム、薩摩会議、島祭 
・伊佐講演 

 
・川辺二日市 
　2月1日、2日と川辺二日市が開催されました。私自身初めての二日市でしたが、青年部として運営側
での参加となりました。初日は雨でお客様の集まりが悪く、イベントも変更が起きたりしましたが、2日目
は晴天で多くのお客様が集まっていました。 
川辺の自分たちで祭りを作り盛り上げていく精神を学ぶことができました。 

 
 
・薩摩会議 
　ローカルゼブラの取り組みの発表とともに1日で開催されたプチ薩摩会議に参加してきました。 
全国で活躍されている方が集まってともに考える時間はとても有意義で、南九州市でもできる取り組み
を少しずつ落とし込んでいけるように、提案を続けていきたいと思います。 
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・島祭 
　アイランドカンパニーの山下さんがローカルゼブラの報告会として開催された島祭。 
昨年1月にお会いして色々とお金関係の話を伺ったゼブラカンパニーの阿座上さんも登壇されて、 
全国的な取り組み出会ったり、鹿児島や離島での今後のビジョンを皆で描く、とても大切な時間を共有
してきました。 

 
・JR九州の九州観光まちづくりアワードシンポジウム 
　リバーバンクが今年度受賞したJR九州の九州観光まちづくりアワードのシンポジウムに参加してきま
した。九州で活動されている方々が集まり、お互いの活動を話し合う大切な機会となりました。 

 
 
・伊佐講演 
　協力隊連携時に活動を話し合っていた伊佐の協力隊担当者から声がかかり、協力隊を卒隊してDIY
で作られたゲストハウスの視察と宿泊体験、さらに翌日は現協力隊の方々を含めて活動の講演を行
い、地域で共通する課題の話し合いと、今後の活動について話し合った。 

 
 
 
・最後に 
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　愛知県出身の私は、鹿児島に移住したら雪が降ることはないだろうと考えていましたが、車での外出
ができなくなるほどの降雪に見舞われました。 
古民家の寒さと闘いながら、車を動かせないので、家で業務をしておりましたが、今後CONNEで移住
希望者の受け入れ窓口で魅力発信をしていく中で、鹿児島なのに庭で雪だるまも作れる街というキャッ
チもつけられるなと思いました。 
写真は雪が落ち着いた時の家の前です。 

 

 


